
No. ３１B2

24 -st1- 14
28 -2nd- 15
23 -3rd- 16
23 -4th- 25

-OT1-

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

29 8 0 3 3 5 2 2 0 2 3 5 0 3 0 0
1 * 8 0 1 4 9 0 1 1 1 2 3 0 0 0 0
6 * 2 0 2 1 1 0 0 2 2 5 7 0 2 0 0

13 2 0 0 1 2 0 0 1 0 2 2 0 0 0 0
14 10 1 1 3 5 1 1 0 0 3 3 0 2 0 0
15 3 0 1 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0
17 * 12 0 4 6 8 0 0 0 3 1 4 0 0 0 0
18 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 1 0 0

28 21 0 1 9 14 3 3 3 6 3 9 0 1 0 0
30 11 1 1 3 6 2 3 0 1 1 2 0 1 0 0
31 * 10 0 4 4 8 2 2 1 0 4 4 0 3 0 0
33 * 7 1 1 2 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
41 - - - - - - - - - - - - - - -
52 4 0 0 1 5 2 4 1 1 0 1 0 0 0 0

                
                
                
                
                

       

合　　計 98 3 19 38 66 13 18 10 17 27 44 0 13 0 0 0:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

0 * 5 1 2 1 6 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
2 0 0 2 0 2 0 2 1 1 1 2 0 0 0 0
4 0 0 0 0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
5 * 10 0 0 2 8 6 6 3 3 2 5 0 0 0 0
6 5 1 2 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
13 * 0 0 1 0 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
21 4 0 0 2 3 0 1 1 2 3 5 0 0 0 0
24 * 7 0 2 3 7 1 1 0 3 3 6 0 0 0 0
27 12 2 6 3 5 0 0 0 1 2 3 0 0 0 0
32 8 0 0 4 7 0 1 2 2 2 4 0 1 0 0
33 11 1 3 3 5 2 1 1 0 1 1 0 3 0 0
34 2 0 0 1 7 0 0 4 0 2 2 0 0 0 0
73 6 0 0 3 7 0 0 11 1 1 2 0 0 0 0

                
                
                
                
                

       

合　　計 70 5 18 23 65 9 12 28 14 19 33 0 4 0 0 0:00

FG: F: TO: MIN:
成功 3P: OR: AS: S: スターター

試投 2P: DR: ST: OT: 延長

シュート率 FT: TOT: BS:

大会名称：

開催場所：

試合区分：

期　　　日：

開始時間：

終了時間：

ゲームレポート

ブロックショットトータルリバウンド

○ ●

98 70

フリースロー

フィールドゴール

％:

○第1ピリオド
富士大は、出だしからオールコートゾーンディフェンスで相手のミスを誘うが東北学院大のアウトサイド
シュートが決まりだす。後半、富士大は、アウトサイドを中心に徐々に点差を詰めるも、東北学院大は
相手のミスを見逃さず確実に点を取り、２４－１４、東北学院大がリードで第１ピリオド終了。
○第2ピリオド
序盤から東北学院大の勢いが止まらない。対する富士大は、アウトサイドのドライブから相手のファー
ルを誘う。東北学院大はオールコートゾーンディフェンスに切り替え、ブレイクから着々と得点を重ね、
ピリオド終盤にはバスケットカウントを決め、東北学院大が５２－２９と点差を離し第２ピリオド終了。
○第3ピリオド
点差を縮めたい富士大は、インサイドで中心に攻め、中を絞るゾーンディフェンスで、東北学院大の得
点を一時止める。富士大のディフェンスに対応してきた東北学院大は、ドライブからの合わせプレー
や、ノーマークのシュートを確実に決め、点差を離した。東北学院大の得点が止まらないまま、７５－４
５、東北学院大リードで第３ピリオド終了。
○第４ピリオド
追う立場の富士大は、出だしがよく連続得点で流れを掴む。セカンドチャンスを確実に決め、東北学院
大を苦労させるも、中々点差は縮まらない。対する東北学院大は相手のファールをもらい、フリース
ローや、イージーシュートを確実に決める。後半、勢いがよかった富士大であったが、安定した東北学
院大のプレーで点差を離し、９８－７０で試合終了。

担当者：（） 東北大学バスケットボール連盟

TEAM

TEAM

M:

A: スティール

BS
2P FG3P FG REBOUNDSFT

AS

27.8%

オフェンスリバウンド
出場時間

MINSTTO

ディフェンスリバウンド

ターンオーバー
アシスト

75.0%35.4%

ファール

2ポイントシュート

鈴木澪奈

小田原実穂
遠藤佑香
斎藤智美

 

舘岡果南

佐藤緩乃

佐々木菜摘

長澤のぞみ

 

3ポイントシュート

ST BS

木村友香

角田穂乃香

REBOUNDSFT

平野なつみ
中村朱里

15.8%

 
 

藤田紗良

 

 

 

3P FG

第19回東北大学バスケットボールリーグ
兼全日本大学バスケットボール選手権大会 東北地区予選会
東北学院大学　泉キャンパス体育館

１次リーグ

佐々木結

高橋里奈

 

佐藤綺音

 

熊沢華

 

掛神里英

小林佳央
菅野志帆

伊沢香南

赤坂萌子

選手名 TO AS
2P FG

72.2%

富士大学

PST:

NO. S

 

(一部　６位)

高橋絵理奈
佐藤穂乃香

鈴木　蘭

加藤美緒

ポイント

No. S

選手名 PTS

東北学院大学　

PTS

佐々木彩

 

小林千草
鈴木彩
工藤甘奈

57.6%

MIN

コミッショナー： 佐々木桂二

加藤　始

大山忠則  清藤蘭奈子

主審：

(一部　１位)

副審：

 

2018(H30)年8月31日 (金)

東北学院大学 富士大学
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